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答 申 書 

 

平成２６年７月２３日付け消食表第１６６号をもって諮問のあった件につき、

食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第１９条第１項の規定により下記の

とおり答申します。なお、諮問案を検討する過程において別紙の意見が出され

たため、付帯意見として付します。 

 

記 

食品衛生法第１９条第１項の規定に基づく乳及び乳製品並びにこれらを主要原

料とする食品の表示の基準に関する内閣府令（平成２３年内閣府令第４６号） 

 

諮問された改正案のとおり一部改正することが適当である。 
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付帯意見 

 

○「食品中のリステリア・モノサイトゲネスの取扱いについて」（厚生労働省 薬

事・食品衛生審議会食品衛生分科会乳肉水産食品部会資料）10．対応方針（４）

その他の措置において、「食品健康影響評価結果では、リステリア・モノサイ

トゲネス感染症に罹患する原因として、冷蔵状態で比較的長い時間保管され

た食品など、リステリア・モノサイトゲネス（以下、「LM」）が著しく増殖し

た汚染食品を喫食している可能性が考えられるとしていることから、特に感

受性集団（妊婦、高齢者等）に対し非加熱喫食調理済み食品全体に対する LM

に関する注意喚起を行うこととする。」とされている。今回諮問された基準案

の対象は加熱を前提とした食品であるが、チーズという食品においては加熱

という定義を消費者がどのように理解するか、かなりのばらつきが予想され

るため、十分な加熱をしないまま喫食してしまう可能性もあると考える。こ

のため、保存中に LM が著しく増殖する危険性がある可能性に鑑み、加熱、

非加熱を問わず、LM に関する注意喚起（どの程度の温度で何分の加熱が必要、

加熱しなかった場合の警告 等）の食品への表示を通知により事業者に求め

るといった追加措置を講ずるべきである。 

 

 




